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ご注意 
 

本資料は大阪市立大学および同大学院における講義に使用するため本
学学生向けに作成された教材です。また、担当教員の講義を前提とし、
講義や議論を進める上での補足資料として学生の理解を促進する目的
で便宜的に構成されています。そのため本資料には講義内容や表題の
トピックがすべて網羅されているわけではありません。また、本資料
には事実ではなく仮説として設定された内容が含まれています。した
がって本資料は上記以外の目的や用途で使用しないよう厳重にご注意
ください。 
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目次 

１、本書の要約 

２、ケーススタディー 

３、書く技術の使用例 
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文書を書くなら・・・ 

ピラミッド構造 
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ピラミッド構造とは？ 
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Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

上段は下段の要約
をするもの 

各グループ内は常
に同じ種類のもの
であること 

常に論理的順序で
あること 
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なぜピラミッド構造を使うのか？ 
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なぜピラミッド構造を使うのか？ 

• 頭の中では、情報は無意識にピラミッド型に
並び替えられる 

 

• 考えが事前にピラミッド型に配列されていれ
ば、理解しやすい 
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ピラミッド構造の作成方法 

 

・トップダウン型アプローチ 
   

・ボトムアップ型アプローチ 
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ピラミッド構造の作成方法 

・トップダウン型アプローチ 

 

全体を要約する考え（主題）を述べ、後に個々
の説明をしていく 

 

こうすることで読み手が書き手と異なった分類
をしてしまうことを防ぐ 
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ピラミッド構造の作成方法 

・ボトムアップ型アプローチ 
 

主題、疑問、読み手の知識が把握できない時
に使用 

 

言いたいポイントをリストアップし、それらの関
係性を考え、そこから一つの結論を導く 
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導入部とは 

  

本文に入るための準備 

 

読み手と既存の知識を共有 
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導入部の構成 
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Ｓ：状況 

Ｃ：複雑化 

Ｑ：疑問 

Ａ：答え 

主題に関して確認されている事実 

状況下で起きた疑問の引き金 

書き手が伝えたいこと 
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導入部の構成 
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Ａ：答え Ｓ：状況 

Ｃ：複雑化 

Ｑ：疑問 

導入部 
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ケーススタディー 
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ケーススタディー 

主題：全ての授業に出席してほしい（母視点） 

答え：生活習慣を改善する 

 

状況：１限に出なければならない 

複雑化：息子は寝坊癖がある 

疑問：起きるにはどうしたらいい？（息子視点） 
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ケーススタディー 
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生活習慣を改善する 

身体的
改善点 

精神的
改善点 

状況的
改善点 

どうすればよいか？ 
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ケーススタディー 
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知的活動 

身体的改善点 

身体的活動 

疲れさせる 疲れを取る 

能動的 受動的 勉強 

他力 自力 

知恵遊び 
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ケーススタディー 
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自己的 

精神的改善点 

寝たいという気持ち
に打ち勝つ 

起きたいという気持ち
を持つ 

他者的 
危機感を
持つ 

自立心を
持つ 
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ケーススタディー 
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状況的改善点 

昼寝を
しない 

起きた後 寝る前 

お酒を
控える 

日光を
浴びる 

１０秒間
正座する 

ブルーライト
を見ない 
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感想 
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ご静聴ありがとうございました 
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